
 

 

 

 

 

 
 

第 69 回(令和２年度)横浜文化賞 受賞者決定 

贈呈式・記念コンサートに市民の皆様(200 人)をご招待 
 

横浜市の最高顕彰である横浜文化賞の今年度の受賞者が決定しました。 

受賞者は 、令和 ２年９ 月７日 に開催 さ れた横浜 文化賞 選考委 員会（ 委員長：     

髙橋 和子 日本体育学会副会長）において選ばれました。 

令 和 ２ 年 11月 18日 （ 水 ） に 贈 呈 式 を 開 催 し 、 贈 呈 式 ・ 記 念 コ ン サ ー ト に 、      

市民の皆様200人をご招待します。 

 

１ 受賞者 

(1) 横浜文化賞 
芸術、学術、教育、社会福祉、医療、産業、スポーツ振興等の文化の発展に尽力 

し、その功績が顕著な方々      （各部門別  50 音順、敬称略）  (年齢は、９月 30 日現在 ) 

部門 分野 氏名 年齢 職業等 

文化・ 

芸術部門 

文化 逢坂
お お さ か

 恵理子
え り こ

 70 歳 
国立新美術館長／ 

前横浜美術館館長 

芸術 前田
ま え だ

 正博
ま さ ひ ろ

 72 歳 陶芸家 

文化 槇
ま き

 文彦
ふ み ひ こ

 92 歳 建築家 

社会貢献・ 

スポーツ部門 

スポーツ

振興  山口
や ま ぐ ち

 宏
ひろし

 61 歳 (公財)横浜市スポーツ協会会長 

社会  

貢献  𠮷𠮷田
よ し だ

 奈美子
な み こ

 95 歳 (特非)ゴールデンウェーブ理事長 

 

(2) 横浜文化賞 文化・芸術奨励賞 
文化・芸術部門において、現在活躍中の若年層又は中堅層で、さらに今後の活躍 

が期待される方々              （50 音順、敬称略） (年齢は、９月 30 日現在 ) 

分野 氏名 年齢 職業等 

芸術 沖
お き

 香
か

菜子
な こ

 30 歳 バレリーナ 

芸術 渡辺
わ た な べ

 篤
あつし

 41 歳 現代美術家 

 

２ 贈呈式・記念コンサート 

 日程：令和２年 11 月 18 日（水）13:30 開式 

 会場：横浜みなとみらいホール小ホール 

 次第：贈呈式 

  記念コンサート 出演：横浜市民広間演奏会※（高橋和歌（ヴァイオリン）） 

   ※ 市民に気軽に音楽を楽しんでもらうことを目的に、1967 年以来、約半世紀にわたり、 

市庁舎 1 階で無料コンサートを開催する音楽団体。平成 30 年度横浜文化賞受賞。 

この贈呈式・記念コンサートに抽選で市民の皆様 (200 人)をご招待します（別添参照）。 

お問合せ先 

文化観光局文化振興課長 野田 日文 Tel 045-671-3703 

令和２年９月 3 0 日 
文化観光局文化振興課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 
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別紙 
受賞者プロフィール 

（敬称略）  

横浜文化賞 
 
【文化・芸術部門】 

 

１ 逢坂
お お さ か

 恵理子
え り こ

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前田
ま え だ

 正博
ま さ ひ ろ

  陶芸家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 槇
ま き

 文彦
ふ み ひ こ

  建築家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半世紀以上にわたり横浜を拠点に創作を続け、現代工芸界を

リードする陶芸家。 

磁器の素地に色彩豊かな絵付を施す彩色作業を丹念に繰り

返すこと生まれる作品は、華やかでありながら繊細、かつ重厚

感があり、唯一無二の“前田正博スタイル”と賞され、国内外

から高い評価を受けている。 

また、美術・工芸の精髄を極めた技術の保存と活用および横

浜の文化芸術発展と後進育成を目的として、馬車道に前田正博

磁器研究所を開設。地元横浜に積極的に目を向け、親子や子供

のために陶芸体験やワークショップを開催するなど、陶芸を通

じた社会貢献活動にも積極的に取り組んでいる。 

2009 年から 2020 年まで 11 年に渡り、５代目横浜美術館館長

として話題性・発信性・集客力のある企画展を数多く実施し、

横浜の美術文化振興と醸成に大きく貢献。 

収蔵作品の活用・保全の強化や、市民の文化芸術活動の支援

や創造性を育む機会の提供に努め、さらに美術館をコミュニケ

ーションの場とすることを目的として、館内のカフェやミュー

ジアムショップの魅力向上をはかるなど、企画展以外にも多方

面に尽力し、横浜からの文化芸術を発信しつつ、市民から広く

親しまれる美術館を実現。国内最大級の国際芸術祭 横浜トリ

エンナーレ には第４回（2011）から第７回（2020）まで４度

にわたり企画運営に携わった。 

日本を代表する建築家。国内外問わず数々の建築設計 

を手掛け、日本建築学会賞をはじめ、紫綬褒章、恩賜賞 

・日本芸術院賞、プリツカー賞、国際建築家連合ゴール 

ドメダル等、国内外で錚々たる賞の数々を受賞し、世界 

的な評価を得ている。 

市内でも多くの公共建築物などの設計に携わる。本年 

度完成したばかりの横浜市役所新庁舎ではデザイン監修 

を務め、船と灯台をイメージした外観等、特徴的かつ近 

代的な公共建築とした。新市庁舎に隣接する横浜アイラ 

ンドタワーも氏の作品。歴史的建築物の復元と近代的建 

築物の融合を実現し、街区全体において、横浜の歴史・文化を活かした近代的なまち

づくりに貢献。 

撮影：石内都 

Ⓒ平野薫 

国立新美術館長／前横浜美術館館長 
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【社会貢献・スポーツ部門】 
 

４ 山口
や ま ぐ ち
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ひろし

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 𠮷𠮷田
よ し だ

 奈美子
な み こ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市を代表するスポーツ振興の牽引者。 

横浜市スポーツ協会をはじめ、多数の市内体育団体の会長、

副会長を歴任。各種目団体の橋渡し役となり、市民スポーツの

普及・振興・発展に寄与。 

特に全国で最も古い野球団体である横浜野球協会の会長を

務めるなど、横浜市のアマチュア野球界にとって欠かせない存

在。野球審判員育成に尽力するほか、学童から社会人まで硬

式・軟式の組織を県野球協議会のもとにまとめあげ、「野球王

国神奈川」の知名度を大きく高めた。 

このほか、世界トライアスロンシリーズ横浜大会や横浜マラ

ソン等、市を代表するスポーツ大会の組織委員会の要職を務め

るなど精力的に活動継続中。 

横浜を代表する合唱文化の第一人者。大正に生まれ、昭和・

平成・令和と永きににわたり横浜市内の合唱文化を牽引。近年

は、高齢化社会を背景に、シニアが健康で生きがいをもって生

活を送ることができるようとの思いから、シニアの合唱文化に

力を注ぐ。 

理事長として携わる「国際シニア合唱祭 ゴールデンウェー

ブ in 横浜」には、国内各地からはもちろん、台湾、韓国、フ

ランスなど海外からの合唱団も参加し、これまで 11 回の開催

で、その参加者・来場者はのべ５万人超。国際都市横浜を代表

する合唱祭に発展させた。また、横浜市姉妹都市での親善演奏

会への参加など、国境を越えた合唱団のネットワーク形成にも

尽力。 

（公財）横浜市スポーツ協会会長 

（特非）ゴールデンウェーブ理事長 
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受賞者プロフィール 

（敬称略）  

 
横浜文化賞 文化・芸術奨励賞 
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お き
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か
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な こ

 バレリーナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                
 

 

 

 

２ 渡辺
わ た な べ

 篤
あつし

 現代美術家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜出身の若手実力派バレリーナ。 

４歳よりバレエを始め、2008 年ボリショイ・バレエ学校留学。 

2010 年東京バレエ団入団。初舞台『ダンス・イン・ザ・ミラ

ー』出演後、数々の演目で主演を務め、2018 年にプリンシパル

となる。 

ダンスフェスティバル Dance Dance Dance @ YOKOHAMA『横浜

ベイサイドバレエ』出演の他、本市教育委員会開催の市内小学

生対象の‟心の教育バレエの世界“では『ドン・キホーテの夢』

に出演。こどもたちにバレエの素晴らしさを鮮烈に印象付けた。 

市内でバレエ教室の主宰、成人式での新成人へ応援メッセー

ジ贈呈や横浜 DeNA ベイスターズの始球式登板など、地元横浜で

も目覚ましい活躍。国内外でのさらなる活躍が期待される。 

福祉と融合した新たなアートプロジェクトの担い手として国

内外の注目を集める横浜出身の現代美術家。在学時代から社会

的タブーや生きづらさの問題に触れる、社会批評性の強い作品

を発表してきた。 

その後、自らのひきこもりの経験を活かし、様々な課題を可

視化する作品を制作・発表。2018 年に立ち上げた「アイムヒア 

プロジェクト」では、ひきこもり当事者自らが撮影した部屋写

真を集めた写真集を出版。アートを通じた問題解決への追求は

大きな反響を呼ぶ。 

市内の創造界隈拠点のみならず、イギリス、ベルギーや韓国

などでも精力的に作品を発表するなど、活動の場を世界に拡げ

ており、今後の活躍が期待される。 

ⒸNobuhiko Hikiji 

Photo：Keisuke Inoue 
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